
特集：高齢者への交通安全教育

楽しみながら学んでいただくことにより
意識を変化させ、安全行動の実践へ導く

へ
の
有
効
な

交
通
安
全
教

育
の
手
法
を

提
言
す
る
た

め
に
、
こ
の

調
査
を
行
い

ま
し
た
」。

調
査
に
あ

た
っ
て
は
、

「
高※
２

齢
歩
行

者
・
高
齢
自
転
車
乗
用
者
対
策
の
充
実
の
た

め
の
調
査
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、
１
年

目
に
は
文
献
・
交
通
事
故
分
析
調
査
、
高
齢

者
や
事
故
当
事
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、

専
門
家
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
等
を
行
い
、

高
齢
歩
行
者
・
高
齢
自
転
車
乗
用
者
の
交
通

警
察
庁
で
は
、
平
成
22
年
度
か
ら
２
ヵ
年

に
わ
た
り
、「
高
齢
歩
行
者
・
高
齢
自
転
車
乗

用
者
対
策
の
充
実
の
た
め
の
調
査
」
を
実
施
。

今
年
３
月
、
そ
の
報
告
書
が
ま
と
ま
り
、
警

察
庁
の
ホ※
１

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
調
査
を
実
施
し
た
背
景
を
、
長
嶋
良
・

警
察
庁
交
通
局
交
通
企
画
課
交
通
安
全
企
画

官
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

「
近
年
、
交
通
事
故
死
者
数
の
約
半
数
は
高

齢
者
で
、
そ
の
多
く
は
歩
行
者
、
自
転
車
乗

用
者
が
占
め
て
い
ま
す
。
第
９
次
交
通
安
全

基
本
計
画
の
目
標
で
あ
る
『
平
成
27
年
ま
で

に
24
時
間
死
者
数
を
３
０
０
０
人
以
下
』
を

達
成
す
る
た
め
に
は
、
高
齢
歩
行
者
・
高
齢

自
転
車
乗
用
者
へ
の
対
策
が
不
可
欠
で
す
。

今
後
の
高
齢
歩
行
者
・
高
齢
自
転
車
乗
用
者
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～Safety for Everyone～
Hondaはすべての人の

交通安全を願い活動しています。

ホンダ　SJ 検索SJホームページは
Since 1971

Hondaの交通安全情報紙

※年間購読をご希望の方は、下記までお問合わせください。
㈱アストクリエイティブ 安全運転普及本部係
TEL 03（5439）1191   E-mail:sj-mail@spirit.honda.co.jp

平成23年の交通事故死者数を年齢層別にみると、高齢者（65歳以上）が2262人と最も多く、半
数近くを占めている。その内訳を状態別にみると、歩行中が約50％、自動車乗車中が約25％、
自転車乗用中が約17％となっている。こうした状況の中、高齢者への交通安全教育はどうあ
るべきか、警察庁による調査の報告書や各地域で展開されている事例をもとに探る。

事
故
の
要
因
や
、
高
齢
者
に
対
す
る
交
通
安

全
教
育
上
の
問
題
点
を
抽
出
。
２
年
目
は
、

１
年
目
の
調
査
で
抽
出
さ
れ
た
課
題
の
解
決

に
向
け
、
海
外
調
査
や
国
内
調
査
に
よ
り
、

具
体
的
な
取
組
み
事
例
等
の
整
理
・
検
討
を

行
っ
た
。

今
回
の
調
査
の
特
徴
の
１
つ
と
し
て
、
長

嶋
交
通
安
全
企
画
官
は
事
故
当
事
者
の
認
識

と
警
察
官
の
事
実
認
定
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
（
一

致
率
）
を
分
析
し
た
こ
と
を
挙
げ
る
。

「
１
年
目
の
調
査
に
お
い
て
、
歩
行
中
ま
た

は
自
転
車
乗
用
中
に
何
ら
か
の
法
令
違
反
を

し
て
交
通
事
故
に
遭
っ
た
人
に
、
当
該
事
故

の
実
態
と
そ
の
認
識
を
把
握
す
る
た
め
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
加
え
て
、
警

察
官
に
よ
る
事
実
認
定
も
別
途
調
査
し
、
比

較
し
て
い
ま
す
」。

質
問
内
容
は
『
事
故
の
原
因
と
な
っ
た
自

己
の
違
反
行
動
』『
違
反
行
為
を
し
た
理
由
』

『
不
注
意
の
度
合
い
』
な
ど
。
報
告
書
に
よ
れ

ば
、「
事
故
の
原
因
と
な
っ
た
自
己
の
違
反
行

動
」
に
つ
い
て
は
、
高
齢
歩
行
者
は
横
断
方

法
の
法
令
遵
守
よ
り
も
、
自
分
の
判
断
（
安

全
だ
と
の
思
い
込
み
）
を
優
先
す
る
傾
向
が

あ
り
、
一
方
、
自
転
車
乗
用
車
で
は
高
齢

者
・
非
高
齢
者
と
も
に
車
両
運
転
者
と
し
て

の
自
覚
が
不
足
し
て
お
り
、
特
に
高
齢
者
で

は
周
囲
の
安
全
確
認
を
怠
る
傾
向
が
強
く
見

ら
れ
る
と
い
う
。

「
違
反
行
為
を
し
た
理
由
」
に
つ
い
て
は
、

歩
行
者
、
自
転
車
乗
用
者
と
も
に
、
周
囲
の

安
全
を
き
ち
ん
と
確
認
せ
ず
に
行
動
し
て
事

故
に
遭
っ
た
高
齢
者
は
、
相
手
方
に
譲
っ
て

も
ら
う
こ
と
を
期
待
す
る
意
識
が
高
い
こ
と

が
推
察
さ
れ
る
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
こ
の

他
、「
不
注
意
の
度
合
い
」
で
は
、
歩
行
者
よ

り
も
自
転
車
乗
用
者
の
ほ
う
が
、
よ
り
自
分

の
責
任
を
過
小
評
価
す
る
傾
向
が
示
さ
れ
た
。

２
年
目
の
調
査
で
は
、「
教
育
内
容
の
充
実
」

「
参
加
者
の
確
保
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
海
外

（
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ド
イ
ツ
）
お
よ
び

国
内
で
の
具
体
的
な
取
組
み
事
例
を
整
理
・

検
討
。
高
齢
者
の
行
動
と
そ
の
心
理
的
な
背

景
を
諸
外
国
と
比
較
し
た
り
、
国
内
外
の
効

茨城県茨城町の長生大学での「いきいき運転講座」（2面参照）を活用
した交通安全教育。高齢者がインストラクターの話を聞くだけでなく、
脳トレやグループ討議を行うプログラムになっている

高
齢
者
は
自
分
の
判
断
を

優
先
す
る
傾
向
が
あ
る

※1  報告書は以下の警察庁ホームページよりダウンロードが可能。 ●「本文」http://www.npa.go.jp/koutsuu/kikaku20120402/honbun.pdf ●「参考資料」http://www.npa.go.jp/koutsuu/kikaku20120402/sansyo.pdf

※2  高齢歩行者・高齢自転車乗用者対策の充実のための調査検討委員会＝委員は、春日伸予・芝浦工業大学工学部共通学群教授（座長）、佐熊とよ子・一般社団法人東京母の会連合会理事、中西盟・一般社団法人日本自動車工業会交通委員会
交通安全部会委員、西田泰・警察庁科学警察研究所交通科学部長、溝端光雄・首都大学東京大学院客員教授 （注）役職は当時

長嶋良・警察庁交通局交通企画課交通安全企画官



育
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
報
告
書
に

は
各
地
域
で
の
様
々
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
掲
載
し
て
い

る
の
で
、
現
場
で
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
方
々
に

は
参
考
に
な
る
点
が
多
い
と
思
い
ま
す
」
と
長
嶋

交
通
安
全
企
画
官
は
話
す
。

今
回
の
警
察
庁
に
よ
る
「
高
齢
歩
行
者
・
高
齢

自
転
車
乗
用
者
対
策
の
充
実
の
た
め
の
調
査
」
の

中
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
好
事
例
の
１
つ
が
、

一
般
社
団
法
人
日
本
自
動
車
工
業
会
（
以
下
、

自
工
会
）
の
高
齢
者
向
け
交
通
安
全
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
「
い※
３

き
い
き
運
転
講
座
」
で
あ
る
。
４
つ
の

「
交
通
安
全
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
と
、「
交
通
脳
ト
レ
」

を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
効
果
的
に
安

全
運
転
能
力
や
安
全
意
識
、
脳
機
能
を
高
め
る
こ

と
が
で
き
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
ド

ラ
イ
バ
ー
だ
け
で
な
く
、
運
転
免
許
の
な
い
高
齢

者
も
自
転
車
、
歩
行
者
、
助
手
席
同
乗
者
の
立
場

か
ら
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
リ
ー
ダ

ー
用
教
材
と
し
て
、
講
座
の
進
行
を
行
う
た
め
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
（
台
本
）
も
用
意
さ
れ
て
い
る
の
で
、

地
域
の
指
導
者
や
高
齢
者
自
身
が
自
分
た
ち
の
力

で
講
座
を
進
行
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
っ
て
い

ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
る
。
15
台
の
ク
ル
マ
が

通
過
す
る
が
、
停
止
線
の
手
前
で
一
時
停
止
し
て

安
全
確
認
を
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
ク
ル
マ
は
１

台
も
い
な
か
っ
た
。

映
像
が
終
わ
り
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
受
講

者
に
感
想
を
聞
い
て
い
く
と
、「
誰
も
止
ま
ら
な

か
っ
た
の
に
は
驚
い
た
」「
自
分
も
停
止
線
で
止

ま
ら
ず
、
歩
道
ま
で
行
っ
て
し
ま
う
」
と
い
っ
た

声
が
聞
か
れ
た
。
続
け
て
、「
で
は
、
な
ぜ
ク
ル

マ
は
止
ま
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？
ま
た
、
止
ま

ら
な
い
と
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
か
？
」
と
問
い
か
け
る
と
、「
誰
も
通

っ
て
い
な
い
だ
ろ
う
、
相
手
が
止
ま
っ
て
く
れ
る

だ
ろ
う
、
と
考
え
て
い
る
か
ら
」「
止
ま
ら
な
い

と
、
歩
行
者
や
自
転
車
と
ぶ
つ
か
っ
て
し
ま
う
」

と
受
講
者
が
答
え
る
。

「
映
像
に
登
場
し
た
信
号
機
の
な
い
交
差
点
は
、

ク
ル
マ
同
士
や
ク
ル
マ
対
自
転
車
の
出
会
い
頭
事

故
が
起
き
や
す
い
場
所
で
す
。
出
会
い
頭
事
故
を

防
ぐ
た
め
に
、
一
時
停
止
標
識
の
あ
る
交
差
点
で

は
必
ず
止
ま
っ
て
安
全
確
認
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
こ
と
が
わ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
」
と
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
が
締
め
く
く
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、

「
い
き
い
き
運
転
講
座
」
は
受
講
者
同
士
で
意
見

を
発
表
し
た
り
、
そ
の
意
見
を
聞
く
と
い
う
形
式

で
進
行
す
る
。
そ
の
中
で
、
受
講
者
が
話
し
合
い

な
が
ら
答
え
を
導
き
出
し
て
も
ら
う
こ
と
が
ね
ら

い
な
の
で
あ
る
。

受
講
者
の
一
人
、
清
水
操
さ
ん
は
「
ド
ラ
イ
バ

左
参
照
）。
文
字
を
探
す
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
、
危

険
を
予
測
す
る
時
に
働
く
脳
を
活
性
化
さ
せ
る
こ

と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
受
講
者
は
違
う
種
類
の
文

字
や
数
字
、
記
号
が
散
ら
ば
っ
て
い
る
中
か
ら
、

指
定
さ
れ
た
文
字
10
個
に
○
を
つ
け
て
い
く
。
完

了
し
た
受
講
者
に
は
挙
手
し
て
も
ら
う
。
早
い
人

は
８
秒
、
遅
い
人
で
も
20
秒
だ
っ
た
。「
今
日
、

い
ら
し
て
る
皆
さ
ん
は
優
秀
で
す
ね
」
と
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
が
言
う
と
、受
講
者
は
笑
顔
に
な
り
、

緊
張
感
も
ほ
ぐ
れ
て
い
く
よ
う
で
あ
っ
た
。
第
２

問
は
計
算
問
題
。
や
さ
し
い
計
算
問
題
を
す
ば
や

く
解
く
こ
と
で
、
脳
を
も
っ
と
も
効
率
的
に
活
性

化
で
き
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
お
り
、
難
し
い
問
題

を
解
く
こ
と
よ
り
も
脳
を
活
性
化
さ
せ
る
そ
う

だ
。次

に
、「
交
通
安
全
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
の
１
つ

「
自
分
の
運
転
を
振
り
返
る
」。
あ
る
交
通
場
面
を

ビ
デ
オ
撮
影
し
た
映
像
を
受
講
者
に
見
て
も
ら

う
。
映
像
を
見
る
前
と
見
た
後
で
、
受
講
者
に
は
、

同
様
の
交
通
場
面
で
自
分
だ
っ
た
ら
、
ど
の
よ
う

な
運
転
を
す
る
か
、
自
己
評
価
（
１
０
０
点
満
点

で
採
点
）
を
し
て
も
ら
う
。
こ
れ
は
、
他
者
の
運

転
を
見
て
、
受
講
者
に
自
分
の
姿
を
正
し
く
評
価

す
る
能
力
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。

こ
の
日
の
テ
ー
マ
は
「
信
号
機
の
な
い
交
差
点

の
通
過
（
四
輪
車
）」。「
止
ま
れ
」
の
標
識
が
あ

る
交
差
点
を
通
過
し
て
い
く
ク
ル
マ
の
様
子
が
ス

果
的
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
、
参
加
へ
の
動

機
付
け
の
工
夫
を
ま
と
め
て
い
る
。

報
告
書
で
は
、
最
後
に
次
の
３
つ
の
提
言
を
行

っ
て
い
る
。

「
提
言
１
」
で
は
、
高
齢
者
が
ゲ
ー
ム
感
覚
で

自
ら
考
え
教
育
に
参
加
し
て
い
る
と
実
感
さ
せ
る

こ
と
で
、
娯
楽
的
な
効
果
の
み
な
ら
ず
主
体
性
の

増
進
に
つ
な
が
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
受
講
者

証
な
ど
の
配
付
や
一
般
人
が
入
る
こ
と
が
で
き
な

い
警
察
施
設
の
見
学
な
ど
、
物
質
的
・
精
神
的
特

典
や
参
加
し
た
く
な
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ（
励
み
）

の
必
要
性
な
ど
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。

「
提
言
２
」
で
は
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
・
行

動
実
態
の
国
際
比
較
や
、
健
康
に
つ
な
が
る
安
全

行
動
等
、
高
齢
者
が
認
知
し
て
い
な
い
、
あ
る
い

は
関
心
の
高
い
情
報
を
提
供
し
、
強
い
動
機
付
け

を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。
そ
し

て
、
動
機
付
け
は
、
知
的
好
奇
心
を
満
た
し
た
り

自
ら
立
て
た
目
標
を
達
成
す
る
喜
び
を
感
じ
た
り

す
る
こ
と
が
で
き
る
「
内
発
的
動
機
付
け
」
と
、

表
彰
制
度
等
の
「
外
発
的
動
機
付
け
」
と
を
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

「
提
言
３
」
で
は
、
交
通
安
全
教
育
の
効
果
が

時
間
経
過
に
よ
り
薄
れ
る
こ
と
を
考
慮
し
、
高
齢

者
に
繰
り
返
し
受
講
し
て
も
ら
う
（
リ
ピ
ー
タ
ー

と
さ
せ
る
）
こ
と
も
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

そ
し
て
、取
組
み
の
継
続
性
を
担
保
す
る
た
め
に
、

多
様
な
地
域
組
織
と
の
連
携
を
仕
組
み
と
し
て
取

り
入
れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。

「
こ
の
３
つ
の
提
言
は
、
ど
の
地
域
に
お
い
て

も
実
現
が
可
能
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
回

の
調
査
で
は
、
全
国
各
地
で
高
齢
者
へ
の
交
通
安

全
教
育
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
に
少
し
の
工
夫
を
加
え

る
こ
と
で
、
さ
ら
に
多
く
の
方
々
に
効
果
的
な
教

る
。自

工
会
で
は
今
年
度
、
茨
城
県
内
に

お
け
る
交
通
事
故
死
者
数
低
減
の
た

め
、
会
員
各
社
お
よ
び
関
連
団
体
等
と

連
携
を
と
り
な
が
ら
、
高
齢
者
へ
の
交

通
安
全
教
育
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開

し
て
い
る
。
そ
の
一
環
と
し
て
７
月
17

日
、
茨
城
県
茨
城
町
が
茨
城
県
信
用
組

合
研
修
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
て
い
る

「
長
生
大
学
」
で
、
こ
の
「
い
き
い
き

運
転
講
座
」
を
活
用
し
た
交
通
安
全
教

育
が
行
わ
れ
た
。「
長
生
大
学
」
は
茨
城
町
教
育

委
員
会
生
涯
学
習
課
が
主
催
す
る
も
の
で
、
同
町

の
高
齢
者
（
65
歳
以
上
）
に
新
し
い
学
習
の
場
を

提
供
す
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
９
回
実
施
さ
れ
、

７
月
の
テ
ー
マ
は
交
通
安
全
で
あ
る
。
今
回
の
指

導
は
自
工
会
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
担
当
し
、

高
齢
者
73
名
が
受
講
し
た
。

ま
ず
は
「
交
通
脳
ト
レ
」
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
教

材
か
ら
抜
粋
さ
れ
た
問
題
が
受
講
者
一
人
ひ
と
り

に
配
付
さ
れ
る
。
第
１
問
は
文
字
ひ
ろ
い
（
写
真
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脳
を
活
性
化
さ
せ
な
が
ら

交
通
安
全
を
学
ぶ

他
者
の
交
通
行
動
を
見
て

自
己
評
価
を
行
う

今回使用した「交通脳トレ」の1つ、文字ひろいの問題

長生大学では「いきいき運転講座」のほかに、本田技研工業（株）安全運
転普及本部栃木普及ブロックのインストラクターの「あやとりぃ　長寿編」
による指導も行われた

「出かる前の三ポン」は、運転中のブレ
ーキとアクセルの踏み間違いを防止す
るためのトレーニング。家の駐車場か
らクルマを発進させる前に、自分の足
をアクセルに置いた状態で、近くにい
る家族の人などに両手で「ポン」とた
たいてもらい、その音を聞いたと同時
に足をブレーキに乗せ換えるというも
ので、これを繰り返して3回行う。
このトレーニングを発案した警察庁の
長嶋交通安全企画官は、「高齢ドライバ
ーの方に、ぜひ薦めてほしい」という。

提
言
１

交
通
安
全
教
育
の
参
加
者
を
確

保
す
る

提
言
２

法
令
遵
守
行
動
の
動
機
付
け
及

び
実
践
す
べ
き
行
動
の
理
解
の

た
め
の
教
育
内
容
を
工
夫
す
る

提
言
３

交
通
安
全
教
育
を
継
続
的
に
受

講
す
る
仕
組
み
を
作
る

高
齢
者
へ
の
教
育
を

充
実
さ
せ
る
た
め
の
提
言

「いきいき運転講座」の「交通安全トレーニング」
の1つ「自分の運転を振り返る」。映像を見て感じ
たことなどを、インストラクターが質問しながら
対話形式で進められる

知っ得情報 1

※3「いきいき運転講座」の教材は以下の自工会ホームページからダウンロードが可能。http://www.jama.or.jp/safe/safety_elderly/

ち
ょ
う
せ
い

出かける前の三ポン

▼



注意すべき点や事故の防止策を伝えた。
「現在、Hondaが地域に根ざした交通安全活動を展開し
ていますが、カバーできないところもあります。そうし
たところを私たちHonda
OBが担っていくことで、
普及はさらに広がると思
います。そして、それが
今までお世話になった地
域の皆様への恩返しにな
れば、うれしい」と安岡
さんはいう。

ンジした「高齢者の交通事故を防ぐための『交通安全出前
講座』」をつくった。それを活用して、今年から主に高齢
者を対象にした座学講習をボランティアで行っている。
安岡さんは「熊本県内では交通事故件数は減少してい
ますが、今年に入ってから高齢者の交通事故死者数は対
前年同期比で増えています。こうした状況に対し、これ
までHondaで取り組んできたことを活かせないかと考
え、出前での講習を始めました」と話す。
8月3日には、益城町交流情報センターで、益城町シ
ルバー人材センターに登録している高齢者等85名を対
象に「出前講座」を実施。45分にわたり、高齢者に歩行
者、自転車、ドライバー・ライダーのそれぞれの立場で、

な
い
が
、
イ
ラ
ス
ト
の
動
き
を
止
め
れ
ば
、
誰
で

も
正
確
に
判
別
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
て
も
ら

う
。
そ
の
上
で
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
「
こ
の

よ
う
に
自
分
が
動
き
な
が
ら
観
る
よ
り
も
、
止
ま

っ
て
観
る
ほ
う
が
、
何
で
も
よ
く
観
え
ま
す
。
ま

た
立
ち
止
ま
る
こ
と
で
、
呼
吸
が
安
定
し
て
気
持

ち
が
安
ら
ぎ
、
周
囲
の
景
色
や
音
を
、
よ
く
確
か

め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
」
と
、「
止
ま
る
」
と
何

が
い
い
の
か
を
解
説
す
る
。

「
よ
く
観
る
、
聞
く
」
と
い
う
項
目
で
は
、
受

講
者
の
代
表
者
に
簡
単
な
実
験
に
参
加
し
て
も
ら

う
。
机
の
上
に
内
側
が
見
え
な
い
よ
う
に
な
っ
て

い
る
筒
と
、
そ
の
筒
の
先
に
犬
の
ぬ
い
ぐ
る
み
が

置
か
れ
て
い
る
（
写
真
参
照
）。「
今
か
ら
筒
の
中

に
ボ
ー
ル
を
入
れ
て
、
ぬ
い
ぐ
る
み
に
向
か
っ
て

転
が
し
ま
す
。
ボ
ー
ル
は
道
路
を
走
る
ク
ル
マ
だ

と
思
っ
て
く
だ
さ
い
。
ク
ル
マ
は
見
え
な
い
と
こ

ろ
を
走
っ
て
き
ま
す
。
ク
ル
マ
に
ぶ
つ
か
ら
な
い

よ
う
に
ぬ
い
ぐ
る
み
を
取
り
上
げ
て
助
け
て
く
だ

さ
い
」
と
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
説
明
す
る
。
代

表
者
は
気
を
つ
け
の
姿
勢
で
ぬ
い
ぐ
る
み
の
前
に

立
ち
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
ボ
ー
ル
を
筒
に
入

れ
た
。
残
念
な
が
ら
、
取
り
上
げ
る
前
に
、
ボ
ー

ル
は
ぬ
い
ぐ
る
み
に
ぶ
つ
か
っ
て
し
ま
っ
た
。
次

に
、
透
明
な
筒
で
同
じ
実
験
を
行
う
。
今
度
は
ボ

ー
ル
が
筒
か
ら
出
て
く
る
直
前
に
ぬ
い
ぐ
る
み
を

取
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。「
見
え
な
い
と
こ

ろ
か
ら
、
急
に
出
て
き
た
も
の
に
対
応
し
よ
う
と

思
っ
て
も
、
な
か
な
か
で
き
ま
せ
ん
。
観
え
て
い

れ
ば
、
そ
れ
に
対
す
る
心
構
え
が
で
き
る
の
で
、

安
全
な
行
動
が
で
き
る
の
で
す
」。

受
講
し
た
東
ヤ
ス
子
さ
ん
は
「
動
画
や
実
験
な

ど
が
あ
っ
て
、
わ
か
り
や
す
い
内
容
で
し
た
。
見

通
し
の
悪
い
と
こ
ろ
で
は
、
自
分
が
止
ま
っ
て
よ

ー
だ
け
で
な
く
、
歩
行
者
や
自
転
車
に
も
『
止
ま

っ
て
観
る
』
と
い
う
こ
と
が
浸
透
す
れ
ば
、
事
故

は
防
げ
る
こ
と
が
理
解
で
き
ま
し
た
。
自
分
も
さ

ら
に
気
を
つ
け
た
い
と
思
い
ま
す
。今
日
は
日
頃
、

自
分
で
は
気
づ
か
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
良
か
っ

た
」
と
感
想
を
話
し
て
く
れ
た
。

ホ
ン
ダ
で
は
、
こ
の
「
い
き
い
き
運
転
講
座
」

と
と
も
に
、「
あ
や
と
り
ぃ
　
長
寿
編
」
を
は
じ

め
と
す
る
高
齢
者
向
け
の
交
通
安
全
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
活
用
し
た
教
育
を
展
開
し
て
い
る
。

７
月
12
日
、
広
島
県
呉
市
の
広
中
央
老
人
集
会

所
で
、
広
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
交
通
安
全

研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
本
田
技
研
工
業
（
株
）
安

全
運
転
普
及
本
部
鈴
鹿
普
及
ブ
ロ
ッ
ク
の
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
が
高
齢
者
向
け
交
通
安
全
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
「
あ※
４

や
と
り
ぃ
　
長
寿
編
」
に
よ
る
指
導

を
行
っ
た
。

「
あ
や
と
り
ぃ
　
長
寿
編
」
は
「
正
し
く
歩
く
」

「
止
ま
る
」「
よ
く
観
る
、
聞
く
」「
ま
っ
す
ぐ
渡

る
」
を
「
交
通
安
全
に
大
切
な
４
つ
の
お
願
い
」

と
し
て
、
そ
の
重
要
性
を
高
齢
者
に
わ
か
り
や
す

く
伝
え
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
講
話
だ
け
で
な

く
、
動
画
や
実
験
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
て
工
夫
さ

れ
て
い
る
点
が
特
長
だ
。

「
止
ま
る
」
と
い
う
項
目
で
は
、
ス
ク
リ
ー
ン

上
で
イ
ラ
ス
ト
を
動
か
し
な
が
ら
、
何
が
描
か
れ

て
い
る
の
か
を
参
加
者
に
問
い
か
け
る
。
イ
ラ
ス

ト
を
動
か
す
ス
ピ
ー
ド
が
速
け
れ
ば
何
か
わ
か
ら

の
ポ
イ
ン
ト
を
紙
芝
居
形
式
で
わ
か
り
や
す
く
紹

介
し
て
い
る
。

研
修
に
参
加
し
た
広
交
通
安
全
協
会
の
嵜
本
林

之
助
会
長
は
、「
ど
れ
も
高
齢
者
が
理
解
し
や
す

い
よ
う
に
工
夫
さ
れ
た
内
容
で
す
。
特
に
、『
シ

ル
バ
ー
楽
集
大
学
』
は
、
紙
芝
居
形
式
で
事
故
防

止
の
ポ
イ
ン
ト
が
ま
と
ま
っ
て
い
る
の
で
、
私
た

ち
に
は
使
い
勝
手
が
良
い
と
感
じ
ま
し
た
。ま
た
、

映
像
を
見
な
が
ら
考
え
る
と
い
う
手
法
は
高
齢
者

に
と
っ
て
新
鮮
だ
と
思
う
の
で
、『
交
通
安
全
ビ

デ
オ
講
座
』
も
使
っ
て
み
た
い
」
と
ホ
ン
ダ
の
教

材
を
活
用
し
て
い
く
考
え
だ
。

高
齢
者
へ
の
交
通
安
全
教
育
は
、
地
域
の
情
勢

な
ど
に
応
じ
て
柔
軟
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。
様
々
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
合

わ
せ
な
が
ら
、
継
続
的
に
行
う
こ
と
が
高
齢
者
の

参
加
意
欲
を
高
め
、
交
通
安
全
へ
の
意
識
や
行
動

を
変
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
は
ず
だ
。

く
観
る
こ
と
で
、
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
気
を

つ
け
た
い
」
と
気
を
引
き
締
め
て
い
た
。

こ
う
し
た
高
齢
者
へ
の
直
接
的
な
教
育
だ
け
で

な
く
、
ホ
ン
ダ
は
そ
の
地
域
の
指
導
者
の
方
々
に

指
導
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
し
て
い
る
。
こ
れ
は
様
々

な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
教
材
を
、
そ
の
地
域
で
継

続
的
に
活
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
す
る
た
め

だ
。
広
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
交
通
安
全
研

修
会
終
了
後
に
は
、
鈴
鹿
普
及
ブ
ロ
ッ
ク
の
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
広
交
通
安
全
協
会
に
所
属
す
る

指
導
員
36
名
を
対
象
に
研
修
を
実
施
し
た
。
こ
の

日
は
、
前
述
し
た
「
あ
や
と
り
ぃ
　
長
寿
編
」
や

「
い
き
い
き
運
転
講
座
」
の
ほ
か
、「
交
通
安
全
ビ

デ
オ
講
座
」（
監
修：

太
田
博
雄
・
東
北
工
業
大

学
教
授
）、「
シ
ル
バ
ー
楽
集
大
学
」
を
使
っ
た
指

導
を
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
実
演
し
た
。

「
交
通
安
全
ビ
デ
オ
講
座
」「
シ
ル
バ
ー
楽
集
大

学
」
と
も
に
、
ホ
ン
ダ
が
作
成
し
た
教
材
で
あ
る
。

「
交
通
安
全
ビ
デ
オ
講
座
」
は
高
齢
歩
行
者
・
高

齢
自
転
車
乗
用
者
向
け
で
、
受
講
者
が
交
通
場
面

を
映
し
た
ビ
デ
オ
を
見
て
、
そ
の
中
に
登
場
す
る

歩
行
者
や
自
転
車
、
ク
ル
マ
の
動
き
を
観
察
し
、

日
頃
の
自
分
の
歩
き
方
や
自
転
車
の
乗
り
方
を
振

り
返
り
、
正
し
い
交
通
行
動
に
つ
な
げ
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。「
シ
ル
バ
ー
楽
集
大

学
」
は
「
横
断
歩
道
上
で
の
右
折
車
両
と
の
衝
突

事
故
」「
横
断
歩
道
以
外
の
横
断
や
斜
め
横
断
に

よ
る
事
故
」「
薄
暮
〜
夜
間
の
事
故
」
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
原
因
を
解
説
し
、
事
故
を
防
止
す
る
た
め

3
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止
ま
っ
て
観
る
こ
と
の

重
要
性
を
理
解
し
て
も
ら
う

多
様
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

地
域
の
指
導
者
に
普
及

広地区老人クラブ連合会の高齢者を対象に交通安全研修会では、本田技研工
業（株）安全運転普及本部鈴鹿普及ブロックのインストラクターが指導を担当

最初は内側が見えない筒の中にボールをころがす。ボールがぶつかる
前に、ぬいぐるみを取り上げることはできない（写真上）。次に透明
の筒で同じことを行う。ボールの動きがわかれば、ぬいぐるみを取り
上げることができる（写真下）

「シルバー楽集大学」「交通安全
ビデオ講座」など、Hondaの高
齢者向けの教材を広交通安全協
会に所属する指導員に対し実演

特集：高齢者への交通安全教育

Hondaを定年
退職したOB
の方々が各地
域で交通安全
教育に取り組
んでいる。そ
の一人が、熊
本市周辺を中

心に活動している交通安全普及ボランティア指導員の安岡
廣幸さんだ。
安岡さんは、「シルバー楽集大学」などHondaの教育プ
ログラムをもとに、熊本県内の交通情勢に合わせてアレ

高齢ドライバー研究を行っ
ている所正文・立正大学心
理学部教授の著書「車社会
も超高齢化～心理学で解く
近未来」（学文社）が発行
された。超高齢化を迎えて
いる日本の交通社会と人間
社会のあり方を心理学的立
場から考察している。

※4 あやとりぃ＝Hondaが鈴鹿市と協力して開発した交通安全教育プログラム。4～5歳児対象の「あやとりぃ　ひよこ編」、小学3～4年生対象の「あやとりぃ」、幼児～小学校高学年対象の「あやとりぃ　自転車教室」、高齢の歩行者・自転車利用者対象の
「あやとりぃ　長寿編」がある。あやとりぃは「あんぜんを　やさしく　ときあかし　りかいして　いただく」の略。詳細は以下ホームページを参照。 http://www.honda.co.jp/safetyinfo/kyt/ayatorii/

知っ得情報 2

熊本県でのHonda OBによる交通安全普及ボランティア

書籍「車社会も超高齢化～心理学で解く近未来」

が
く
し
ゅ
う

益城町シルバー人材センターに登録している高齢者等を
対象に行われた「交通安全出前講座」

Hondaを定年退職し、現在は交通安全普
及ボランティア指導員として活動してい
る安岡廣幸さん



か
け
て
も
、
自
転
車
は
す
ぐ
に
止
ま
れ
な
い

こ
と
を
高
校
生
が
実
感
し
や
す
い
と
伝
え
た
。

再
び
教
室
に
戻
り
、
班
別
協
議
へ
と
移
る
。

参
加
者
48
名
は
６
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

「
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
等
に
お

け
る
自
転
車
安
全
学
習
の

進
め
方
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
討
議
を
行
っ
た
。

グ
ル
ー
プ
内
で
、
各
々

が
自
校
の
交
通
安
全
指
導

の
課
題
を
発
表
し
、
高
校

に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
取

組
み
が
必
要
か
意
見
を
交

換
。
先
生
方
か
ら
は
、「
生

徒
に
交
通
ル
ー
ル
を
正
し

く
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と

が
重
要
」「
生
徒
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
と
り
、
通
学
路
の
危
険
箇
所
を
共

有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」「
生
徒
の
意
識
の

部
分
を
変
え
る
に
は
、
今
回
の
よ
う
な
参
加

体
験
型
の
研
修
を
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と
が

有
効
」
と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
た
。
討
議

の
中
で
は
、
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
等
に
お
い
て
、

「Safety
A
ction

21

※
」
が
ど
の
よ
う
に
活
用

で
き
る
か
に
つ
い
て
も
話
し
合
わ
れ
た
。

「
多
く
の
高
校
で
交
通
安
全
講
話
は
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
が
自
転
車
の
事
故
防

止
に
結
び
つ
い
て
い
な
い
と
い
う
現
状
も
あ

り
ま
す
。
だ
か
ら
、
参
加
体
験
型
の
研
修
が

必
要
な
の
で
す
。
実
技
に
つ
い
て
は
、
学
校

だ
け
で
実
施
す
る
の
が
難
し
い
状
況
も
あ
る

で
し
ょ
う
。
そ
の
際
は
、
近
隣
の
自
動
車
教

習
所
に
相
談
し
て
み
る
と
い
う
方
法
も
あ
り

ま
す
。
生
徒
の
命
を
守
る
た
め
に
は
、
ま
ず

先
生
方
が
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
こ
と
が
大

切
で
す
」
と
亀
田
主
幹
が
締
め
く
く
り
、
研

修
会
は
終
了
し
た
。

次
に
、
見
通
し
の
悪
い
交
差
点
で
の
自
転

車
の
通
行
方
法
。
参
加
者
全
員
が
自
転
車
に

乗
り
、
見
通
し
の
悪
い
交
差
点
を
一
時
停
止

せ
ず
、
そ
の
ま
ま
の
勢
い
で
左
折
す
る
。
そ

の
状
況
で
、
左
折
直
前
に
左
右
を
よ
く
観
て

も
、
ス
ピ
ー
ド
が
出
て
い
る
た
め
、
周
囲
の

状
況
が
ほ
と
ん
ど
把
握
で
き
な
い
こ
と
を
体

験
し
て
も
ら
う
。
そ
の
後
、
正
し
い
通
行
方

法
を
全
員
が
実
践
。
停
止
線
の
手
前
で
一
時

停
止
し
、
見
通
し
の
き
く
場
所
で
再
度
止
ま

っ
て
左
右
と
後
方
の
安
全
確
認
を
し
て
か
ら
、

交
差
点
を
通
過
し
て
も
ら
っ
た
。

実
技
の
最
後
は
、
緊
急
事
態
に
対
応
し
た

停
止
能
力
の
確
認
。
参
加
者
に
自
転
車
を
全

力
で
こ
い
で
も
ら
う
（
20
㎞
／
h
近
く
の
速

度
を
出
し
て
も
ら
う
）。
そ
の
後
、
前
方
に
立

っ
て
い
る
教
習
指
導
員
の
旗
の
合
図
で
前
後

輪
の
ブ
レ
ー
キ
を
同
時
に
か
け
、
で
き
る
だ

け
短
い
距
離
で
停
止
。
教
習
指
導
員
は
参
加

者
に
停
止
距
離
が
ど
れ
だ
け
か
か
っ
た
か
を

伝
え
る
（
停
止
距
離
は
４
・
５
〜
９
m
）。
こ

う
し
た
実
験
に
よ
っ
て
、
急
ブ
レ
ー
キ
を
か

け
る
と
自
転
車
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
難
し
く

な
る
こ
と
、
危
険
を
発
見
し
て
ブ
レ
ー
キ
を

「
自
転
車
事
故
な
ど
生
徒
の
事
故
を
防
止
す

る
た
め
に
必
要
な
の
は
、『
命
の
大
切
さ
』
を

生
徒
た
ち
に
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
。
そ
の

上
で
、
自
分
の
命
を
自
分
で
守
る
た
め
に
は
、

危
険
予
測
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
を
通
じ
て
危

険
感
受
性
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

こ
う
し
た
点
を
ふ
ま
え
て
、
日
々
の
交
通
安

全
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」
と

亀
田
主
幹
は
強
調
し
た
。

実
技
は
「
自
転
車
の
事
故
再
現
と
自
転
車

の
通
行
方
法
に
つ
い
て
」。
ア
ー
ル
ド
ラ
イ
バ

ー
ズ
西
北
の
教
習
指
導
員
が
、
日
本
交
通
安

全
教
育
普
及
協
会
が
作
成
し
た
指
導
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
従
っ
て
指
導
を
行
っ
た
。

そ
の
１
つ
が
事
故
再
現
。
見
通
し
の
悪
い

交
差
点
な
ど
で
、
ク
ル
マ
の
前
に
飛
び
出
し

た
ら
ど
う
な
る
か
、
段
ボ
ー
ル
箱
を
自
転
車

に
見
立
て
て
出
会
い
頭
事
故
の
再
現
を
行
う
。

ク
ル
マ
は
約
50
㎞
／
h
で
走
行
。
目
の
前
に

段
ボ
ー
ル
箱
が
飛
び
出
し
て
き
た
時
に
ブ
レ

ー
キ
を
か
け
る
が
間
に
合
わ
ず
、
衝
突
し
て

し
ま
っ
た
。
ク
ル
マ
と
ぶ
つ
か
っ
た
時
の
衝

撃
力
を
参
加
者
は
目
と
耳
で
感
じ
る
。
さ
ら

に
、
教
習
指
導
員
が
運
転
す
る
自
転
車
が
左

折
す
る
ク
ル
マ
に
巻
き
込
ま
れ
る
事
故
の
再

現
も
行
わ
れ
た
。
こ
う
し
た
事
故
再
現
は
、

高
校
生
に
事
故
の
怖
さ
を
与
え
る
と
同
時
に
、
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一
般
財
団
法
人
日
本
交
通
安
全
教
育
普
及

協
会
で
は
平
成
24
年
度
、
高
等
学
校
に
お
け

る
自
転
車
教
育
を
、
自
動
車
と
の
安
全
な
共

存
を
め
ざ
し
た
プ
レ
ド
ラ
イ
バ
ー
教
育
と
位

置
づ
け
、
高
校
の
交
通
安
全
指
導
担
当
教
員

を
対
象
に
し
た
自
転
車
安
全
指
導
研
修
会
を

各
地
で
開
催
し
て
い
る
。
自
転
車
に
よ
る
交

通
事
故
が
社
会
問
題
化
し
て
い
る
中
で
、
交

通
安
全
指
導
担
当
教
員
の
自
転
車
安
全
教
育

に
関
す
る
知
識
や
技
術
の
向
上
を
図
る
こ
と

が
同
研
修
会
の
目
的
で
あ
る
。

７
月
２
日
、
４
日
に
は
兵
庫
県
教
育
委
員

会
と
の
共
催
で
実
施
。
兵
庫
県
は
高
校
数
が

多
い
こ
と
か
ら
、
網
干
自
動
車
教
習
所
（
姫

路
市
）、
ア
ー
ル
ド
ラ
イ
バ
ー
ズ
西
北
（
西
宮

市
）
の
２
ヵ
所
の
自
動
車
教
習
所
で
開
催
し
、

合
計
91
名
の
先
生
方
が
参
加
し
た
。
今
回
は

西
宮
市
で
行
わ
れ
た
研
修
会
を
紹
介
す
る
。

最
初
は
、「
自
動
車
と
共
存
で
き
る
自
転
車

の
安
全
な
通
行
の
仕
方
〜
高
校
生
を
自
転
車

事
故
か
ら
守
る
た
め
の
指
導
」
と
い
う
テ
ー

マ
の
講
義
。
日
本
交
通
安
全
教
育
普
及
協
会

の
亀
田
清
人
主
幹
が
、
高
校
生
の
自
転
車
事

故
の
傾
向
や
事
故
事
例
に
つ
い
て
詳
し
く
説

明
し
て
い
く
。
通
学
中
の
自
転
車
事
故
発
生

率
が
63
・
０
％
と
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
、

自
転
車
事
故
の
63
・
３
％
は
生
徒
側
に
「
違

反
あ
り
」、
30
日
以
内
の
高
校
生
の
自
転
車
乗

用
中
の
交
通
事
故
死
者
数
は
37
人
（
24
時
間

以
内
は
28
人
）
で
原
付
乗
車
中
の
２
倍
以
上

に
な
っ
て
い
る
と
い
う
統
計
を
示
し
た
。

ど
う
し
た
ら
事
故
が
防
げ
る
か
を
考
え
る
き

っ
か
け
に
な
る
と
参
加
者
に
伝
え
た
。

NEWS REVIEW 

文部科学省は中学生・高校生の通学時
などの事故防止を目的とした教育教材
DVD「安全な通学を考える～加害者にも
ならない～」を企画・制作し、今年3月、
全国すべての中学校・高校に配付した。
このDVDは、自転車を利用する生徒
が自分の乗り方について見直し、社会の
安全を守る意識を深めてもらうことをね
らいとしている。例えば、見通しの悪い
交差点や一時停止標識のある交差点を定
点観測した映像を見て、そこを通行する
自転車利用者の安全確認や一時停止の仕
方など、「安全な自転車利用」「安全でな
い自転車利用」を観察し、「自分の乗り
方は安全か？」考えてもらえるようにな

8月4、5日の両日、鈴鹿サーキット交通教育セン
ターにて「第45回二輪車安全運転全国大会」が開催
された（主催：（財）全日本交通安全協会二輪車安
全運転推進委員会）。同大会は、二輪運転者の安全運
転技能と交通マナーの向上を図ることにより、交通
事故を防止することを目的として、昭和43年から毎
年開催されている。競技は、法規履行走行と技能走

●文部科学省

生徒の安全な通学のための教育教材DVD

●第45回二輪車安全運転全国大会

全国から選ばれたライダーが安全運転技能を競い合う

日本交通安全教育普及協会の亀田清人主幹による講義

出会い頭事故の再現。段ボールが
飛び出してから、教習指導員がブ
レーキをかけても間に合わない

教習指導員による左折巻き込み事故の再現

見通しの悪い交差点で一時停止しない時と、一時停
止した時で、周囲の状況の見え方を比べてもらう

※Safety Action 21＝免許取得年齢に達する高校生を対象に、ホームルームなどの授業の中で生涯を
通してより良い交通社会人となるための体系的な交通安全教育を行えるように、一般社団法人日
本自動車工業会が開発したテキスト。指導資料と生徒用資料は以下の日本自動車工業会のホーム
ページからダウンロード可能。 http://www.jama.or.jp/safe/safety/

旗の合図で急ブレーキをかけて停止してもらう 班別協議では参加者同士で活発な
意見交換が行われた

自
転
車
事
故
の
傾
向
や

事
故
事
例
を
把
握
す
る

事
故
を
防
止
す
る
た
め
の

運
転
方
法
を
身
に
つ
け
る

事
故
再
現
を
通
じ
て

事
故
の
怖
さ
を
伝
え
る

自
転
車
安
全
学
習
の

進
め
方
に
つ
い
て
討
議

教育
最前線

プレドライバー教育としての
具体的な自転車安全教育を普及

連載 29

●高等学校における自転車安全指導研修会

っている。また、自転車用の危険予測ト
レーニングとして18の交通場面（動画）
も用意されている。さらに、子どもや高
齢者などから自転車がどのように見えて
いるかを映像で示し、他者の視点を体感
することで様々な立場から安全を考える
ことができるように工夫されている。
DVDには、「指導
のポイント」や「ワ
ークシート」も収録
されているので、中
学校・高校の先生方
はホームルームや授
業で活用してほし
い。

行。女性クラス（50cc）、高校生等クラス（50cc）、
一般Ａクラス（400cc）、一般Ｂクラス（1100cc）の
4クラスに分かれて、全国47都道府県の代表選手
187名が各クラスの個人賞と各クラスの得点を合計
した総合得点で団体賞を競った。
大会2日目には、記念式典が国際レーシングコー
スにて開催され、出場選手全員によるパレードが行
われた。大会成績は、団体優勝が東京都、2位・埼
玉県、3位・千葉県。個人賞は、女性クラス・小杉
幸枝さん（千葉県）、高校生等クラス・上野真之亮さ
ん（長崎県）、一般Aクラス・西村大希さん（東京都）、
一般Bクラス・大木隆次さん（埼玉県）が優勝した。
高校生等クラスの上野さんは「まだバイクに乗り
始めて間もない自分が、まさか優勝できるとは思わ
なかった。これからも、さらに安全運転を心がけて
いきたい」と喜びを語った。
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当
日
の
朝
、
二
輪
販

売
店
の
ホ
ン
ダ
ド
リ
ー

ム
札
幌
に
は
ツ
ー
リ
ン

グ
に
参
加
す
る
同
店
の

お
客
様
15
名
が
集
合
。

午
前
９
時
に
、
同
店
の

石
川
治
彦
店
長
の
先
導

で
、
札
幌
市
か
ら
講
習

会
の
会
場
で
あ
る
夕
張

市
に
あ
る
「
夕
張
石

炭
の
歴
史
村
」
に
向
け

て
出
発
し
た
。

講
習
会
は
午
後
１
時
30
分
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
、
参
加
者
は
ブ
レ
ー
キ
ン
グ
や

パ
イ
ロ
ン
ス
ラ
ロ
ー
ム
な
ど
の
課
題
に

取
り
組
む
。
同
講
習
会
に
協
力
し
て
い

る
北
海
道
内
の
自
動
車
教
習
所
５
校
の

教
習
指
導
員
８
名
が
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
と
し
て
実
技
指
導
を
行
っ
た
。
今
年

は
新
た
に
、
目
の
錯
覚
に
よ
る
事
故
の

危
険
性
に
つ
い
て
、
同
じ
距
離
か
ら
の

二
輪
車
と
四
輪
車
の
見
え
方
（
距
離
感
）

の
違
い
を
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
と
し
て
、

参
加
者
は
体
感
し
て
学
ん
だ
。
参
加
者

か
ら
は
「
自
分
で
は
気
づ
か
な
い
悪
い

ク
セ
が
わ
か
っ
て
良
か
っ
た
。
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
た
こ
と
を
実
践
し
て
い
き

た
い
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
た
。
指
導

を
担
当
し
た
野
付
牛
自
動
車
学
校
の

研
修
で
は

午
前
中
、
運

行
前
点
検
の

ポ
イ
ン
ト
、

正
し
い
運
転

姿
勢
、
安
全

な
乗
降
車
の

方
法
を
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ

ー
が
説
明
。

午
後
か
ら
は

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
に
出
て
、

実
技
が
始
ま
っ
た
。
受
講
者
は
慣

熟
走
行
を
兼
ね
て
、
二
輪
車
と
三

輪
車
を
交
互
に
運
転
し
な
が
ら
、

発
進
・
停
止
の
練
習
を
繰
り
返

す
。
こ
の
後
、
一
本
橋
や
波
状
路
、

パ
イ
ロ
ン
ス
ラ
ロ
ー
ム
な
ど
課
題

で
、
二
輪
車
や
三
輪
車
の
バ
ラ
ン

ス
の
と
り
方
や
車
両
感
覚
を
身
に

つ
け
る
。

「
三
輪
車
で
は
市
街
地
の
路
地

で
車
体
を
傾
け
た
時
に
、
ル
ー
フ

を
塀
な
ど
に
接
触
さ
せ
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
パ
イ
ロ
ン
ス

ラ
ロ
ー
ム
で
は
車
体
上
部
の
車
両

感
覚
も
意
識
し
て
く
だ
さ

い
」
と
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

が
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

最
後
は
、
反
応
制
動
。
直

線
路
を
40
㎞
／
h
で
走
行

し
、
前
方
に
あ
る
信
号
機
が

点
灯
し
た
ら
、
ブ
レ
ー
キ
を

か
け
て
停
止
す
る
。
そ
の
後
、

受
講
者
に
信
号
機
が
点
灯
し
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東
京
都
内
を
中
心
と
し
た
地
域

金
融
機
関
で
あ
る
城
北
信
用
金
庫

（
本
部：

東
京
都
北
区
）
の
新
入

職
員
を
対
象
に
し
た
安
全
運
転
研

修
が
５
月
15
日
、
18
日
に
交
通
教

育
セ
ン
タ
ー
レ
イ
ン
ボ
ー
埼
玉
で

開
催
さ
れ
た
。
２
日
間
で
新
入
職

員
38
名
が
研
修
を
受
講
し
た
。

こ
の
安
全
運
転
研
修
を
実
施
し

て
い
る
背
景
を
城
北
信
用
金
庫
採

用
研
修
部
部
長
の
原
島
章
さ
ん
は

次
の
よ
う
に
話
す
。

「
私
た
ち
は
営
業
車
両
と
し
て
、

ホ
ン
ダ
の
『
ス
ー
パ
ー
カ
ブ
』

（
二
輪
車
）
や
『
ジ
ャ
イ
ロ
キ
ャ

ノ
ピ
ー
』（
三
輪
車
）
を
活
用
し

て
い
ま
す
。
最
近
は
、
運
転
免
許

は
持
っ
て
い
て
も
、
二
輪
車
の
運

転
経
験
が
な
い
と
い
う
新
入
職
員

が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し

た
職
員
の
不
安
を
取
り
除
き
、
円

滑
に
業
務
が
進
め
ら
れ
る
と
と
も

に
金
庫
と
し
て
の
安
全
配
慮
義
務

に
基
づ
き
、
実
技
を
中
心
と
し
た

研
修
を
平
成
20
年
か
ら
始
め
ま
し

た
」。

5

現
場
訪
問

二
輪
車
と
三
輪
車
の
特
性
を
理
解
し
て

安
全
運
転
技
術
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う

６
月
24
日
、「
ホ
ン
ダ
お
も
し
ろ
ツ

ー
リ
ン
グ
＆
二
輪
車
安
全
運
転
実
技
講

習
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
ホ

ン
ダ
の
二
輪
・
汎
用
製
品
の
北
海
道
代

理
店
で
あ
る
北
海
道
ホ
ン
ダ
販
売
（
株
）

と
、
本
田
技
研
工
業
（
株
）
安
全
運
転

普
及
本
部
が
、
ラ
イ
ダ
ー
の
運
転
技
術

と
安
全
意
識
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
実

施
し
た
も
の
で
あ
る
。

７
月
21
日
、
福
島
県
南
会
津
町
で

（
株
）
飯
野
製
作
所
田
島
工
場
が
主
催

８
月
２
、
３
日
、
熊
本
県
熊
本
市
に

て
「
九
州
・
山
口
地
区
交
通
安
全
指
導

者
情
報
交
換
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
こ

れ
は
、
本
田
技
研
工
業
（
株
）
安
全
運

転
普
及
本
部
熊
本
普
及
ブ
ロ
ッ
ク
が
主

催
し
た
も
の
で
、
九
州
お
よ
び
山
口
県

で
活
躍
し
て
い
る
交
通
安
全
指
導
者
の

方
々
に
、
相
互
の
指
導
方
法
の
確
認
や

意
見
交
換
を
通
じ
て
、
さ
ら
な
る
指
導

レ
ベ
ル
向
上
に
協
力
す
る
こ
と
が
ね
ら

い
で
あ
る
。

開
会
式
で
は
、
主
催
者
を
代
表
し
て

本
田
技
研
工
業
（
株
）
安
全
運
転
普
及

本
部
の
千
葉
英
雄
事
務
局
長
が
「
子
ど

も
や
高
齢
者
の
交
通
安
全
教
室
な
ど
で
、

日
頃
か
ら
創
意
工
夫
を
重
ね
て
い
る
皆

様
の
姿
に
、
同
じ
交
通
安
全
に
取
り
組

む
仲
間
と
し
て
敬
意
を
表
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
皆
様
が
披
露
さ
れ
る
指
導
内

容
の
中
で
参
考
に
な
る
も
の
を
各
々
の

地
域
に
持
ち
帰
っ
て
、
今
後
の
指
導
に

活
か
し
て
ほ
し
い
」
と
挨
拶
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
他
の
地
域
で
行
わ

れ
て
い
る
指
導
内
容
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

教
材
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
、
参
考
に

な
っ
た
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
る
な
ど
、

交
通
安
全
指
導
者
の
方
々
に
と
っ
て
有

意
義
な
２
日
間
と

な
っ
た
よ
う
だ
。

●
城
北
信
用
金
庫

パイロンスラローム。三輪車の場合は、パイロン
の先のポールに接触しないように通過する

二輪車と三輪車、それぞれの運行前点検のポイントと方法をインストラクターが説明

●二輪車安全運転実技講習会
主催：本田技研工業（株）安全運転普及本部
後援：北海道警察、北海道空知総合振興局、夕張市
協力：夕張リゾート（株）、NPO法人ゆうばり観光協会、遠軽自動車学校、北広島自動車学校、

野付牛自動車学校、北海道クミアイ自動車学校、芽室自動車学校、北海道ホンダ販売（株）

Hondaドリーム札幌がある札幌市から
夕張市へ向かうライダー

本田技研工業（株）安全
運転普及本部栃木普及ブ
ロックのインストラクタ
ーは「あやとりぃ　ひよ
こ編」を使って基本的な
交通ルールを説明

開会式では主催者を代表して
（株）飯野製作所田島工場次
長の馬場久永さんが挨拶

情報交換会には福岡県、熊本県、宮崎県、
長崎県、大分県、佐賀県、山口県から
64名の交通安全指導者の方々が参加

ダミー人形を使った飛び出し事故の再現

講習会に先立って行われた北海道
警察の白バイ隊員によるデモンス
トレーション（模範走行）

トラックの内輪差による巻き込み事故の
再現

講習会では遠軽自動車学校、北広島自動車学
校、野付牛自動車学校、北海道クミアイ自動
車学校、芽室自動車学校の教習指導員が参加
者の運転に合わせてアドバイス

●
ホ
ン
ダ
お
も
し
ろ
ツ
ー
リ
ン
グ
＆
二
輪
車
安
全
運
転
実
技
講
習
会
in
夕
張
石
炭
の
歴
史
村

二
輪
販
売
店
や
地
域
と
一
体
と
な
っ
て

ラ
イ
ダ
ー
の
安
全
意
識
を
高
め
る

●
南
会
津
地
区
親
子
交
通
安
全
教
室

事
故
の
怖
さ
を
伝
え
、交
通
安
全
の
大
切
さ
を
学
ん
で
も
ら
う ●九州・山口地区交通安全指導者情報交換会

互いの指導方法を発表し合い、意見を交換

前方にある信号機の点灯を確認したらブレーキをかけて停止す
る反応制動

た
位
置
と
、
自
分
が
点
灯
を
確
認

し
た
位
置
の
差
（
空
走
距
離
）
を

確
認
し
て
も
ら
う
。
危
険
を
認
知

し
て
か
ら
ブ
レ
ー
キ
を
操
作
す
る

ま
で
の
反
応
時
間
と
空
走
距
離
を

踏
ま
え
て
、
車
間
距
離
（
車
間
時

間
２
秒
以
上
）
を
と
る
よ
う
に
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
は
受
講
者
に
伝

え
た
。

研
修
を
視
察
し
た
原
島
さ
ん

は
、「
職
員
の
安
全
意
識
を
向
上

さ
せ
る
上
で
、
こ
の
研
修
は
役
立

っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
お
役
に
立

つ
と
い
う
理
念
を
持
つ
地
域
金
融

機
関
と
し
て
、
私
た
ち
職
員
が
交

通
事
故
の
加
害
者
、
そ
し
て
被
害

者
と
な
ら
な
い
た
め
の
取
組
み

は
、
た
い
へ
ん
重
要
だ
と
考
え
て

い
ま
す
」
と
力
強
く
語
っ
た
。

一本橋に取り組む新入職員

今
井
真
一
さ
ん
は
「
受
講
者
の
皆
さ
ん

に
意
識
し
て
自
己
流
の
運
転
を
改
善
し

て
い
た
だ
け
た
の
で
、
意
味
の
あ
る
講

習
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
」
と
話
す
。

す
る
「
第
１
回
南
会

津
地
区
親
子
交
通
安

全
教
室
」
が
開
催
さ

れ
た
（
共
催：

本
田

関
連
企
業
災
害
防
止

協
議
会
栃
木
支
部
）。

こ
の
親
子
交
通
安
全

教
室
は
、
子
ど
も
に

は
事
故
の
危
険
や
怖

さ
、
保
護
者
に
は
自

ら
が
事
故
を
防
ぐ
知
識
と
、
子
ど
も
の

行
動
特
性
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。
こ
の
日
は
同
町

お
よ
び
そ
の
近
隣
に
住
む
親
子
65
名
が

参
加
し
た
。
３
人
の
幼
児
と
来
場
し
た

母
親
は
「
小
さ
い
子
ど
も
に
も
わ
か
り

や
す
い
内
容
で
良
か
っ
た
。
家
庭
で
教

育
す
る
上
で
も
参
考
に
な
り
ま
す
」
と

感
想
を
語
っ
た
。

主
催
し
た
（
株
）
飯
野
製
作
所
田
島

工
場
総
務
課
の
阿
久
津
正
孝
さ
ん
（
ホ

ン
ダ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
）
は
「
事
故
の
再
現
な
ど
を
見

て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
多
く
の
親
子
に

交
通
安
全
の
大
切
さ
を
伝
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
周
辺
地
域
で
の
交
通
事

故
を
な
く
し
て
い
く
た
め
に
、
今
後
も

継
続
し
て
い
き
た
い
」
と
話
す
。

TOPICS
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ダ
と
い
う
一
般
企
業
の
社
員
の
方
と
接
し
た

り
、
そ
の
立
ち
居
振
舞
い
を
見
る
こ
と
は
、
生

徒
の
人
間
形
成
に
お
い
て
も
貴
重
な
経
験
と

な
る
は
ず
で
す
」
と
赤
星
教
諭
は
期
待
す
る
。

今
回
は
、
校
庭
の
４
ヵ
所
に
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
用
の
コ
ー
ス
を
つ
く
り
、
本
田
技
研
工
業

（
株
）
安
全
運
転
普
及
本
部
熊
本
普
及
ブ
ロ

ッ
ク
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
同
校
の
先
生

方
が
コ
ー
ス
の
各
所
で
、
生
徒
の
乗
り
方
を

観
察
し
な
が
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
た
（
詳

細
は
写
真
参
照
）。

指
導
を
受
け
た
２
年
生
の
生
徒
は
「
歩
行

者
の
こ
と
を
も
っ
と
考
え
て
走
ら
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
感
じ
た
」「
自
分
で
両
手
運
転

と
片
手
運
転
を
比
較
し
て
み
て
、
片
手
運
転

の
危
険
を
実
感
で
き
た
」「
ク
ル
マ
か
ら
の

視
点
が
学
べ
て
良
か
っ
た
」
と
い
う
感
想
を

語
っ
て
い
た
。

熊
本
県
立
湧
心
館
高
等
学
校
（
熊
本
市
）

で
も
、
同
校
の
１
、
２
年
生
２
８
９
名
を
対

象
に
し
た
交
通
安
全
教
室
が
実
施
さ
れ
た
。

１
年
生
を
対
象
に
７
月
10
日
は
、
熊
本
西

高
校
と
同
様
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
使
っ
て
、
自

転
車
の
実
技
指
導
。
翌
11
日
は
雨
天
の
た
め
、

２
年
生
は
体
育
館
で
座
学
を
中
心
と
し
た
内

容
と
な
っ
た
。

ま
ず
、
熊
本
普
及
ブ
ロ
ッ
ク
の
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
が
「
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
と
い
う

こ
と
は
、
自
分
を
交
通
事
故
か
ら
遠
ざ
け
る

こ
と
だ
と
考
え
て
く
だ
さ
い
」
と
、
自
転
車

安
全
利
用
五
則
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

次
に
、
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
に
ち
な
ん

だ
ク
イ
ズ
を
い
く
つ
か
出
題
し
、
生
徒
た
ち

に
答
え
と
、
そ
の
理
由
を
尋
ね
て
い
く
。
例

え
ば
、「
自
転
車
通
行
可
の
標
識
が
あ
る
歩

道
だ
っ
た
が
、
歩
道
は
人
が
多
く
急
い
で
い

た
の
で
、
車
道
の
左
側
を
自
転
車
で
走
行
し

た
。
こ
れ
は
○
か
×
か
」。
答
え
は
○
。
答

え
た
生
徒
は
「
自
転
車
は
車
両
な
の
で
、
車

道
の
左
側
を
走
る
こ
と
は
問
題
な
い
と
思
い

ま
す
」
と
理
由
を
述
べ
る
と
、
他
の
生
徒
か

ら
拍
手
が
起
こ
っ
た
。

続
い
て
実
技
。
こ
の
日
は
雨
天
で
会
場
が

体
育
館
に
変
更
と
な
っ
た
た
め
、
生
徒
の
代

表
者
が
自
転
車
を
運
転
す
る
様
子
を
、
他
の

生
徒
が
見
学
す
る
と
い
う
形
が
と
ら
れ
た
。

５
名
の
生
徒
が
パ
イ
ロ
ン
ス
ラ
ロ
ー
ム
を
行

う
。「
パ
イ
ロ
ン
は
歩
行
者
だ
と
思
っ
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
発
進
す
る
と
き
は
右
、
左
、
右

と
右
後
方
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
」
と
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
。
１
人
目
の
生
徒
は
両
手
で
、

２
人
目
は
片
手
で
、
３
人
目
、
４
人
目
は
傘

に
見
立
て
た
棒
を
持
っ
て
、
５
人
目
は
荷
台

に
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
乗
せ
て
運
転
す
る
。

２
人
目
以
降
は
途
中
で
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て

し
ま
い
、
う
ま
く
進
む
こ
と
が
で
き
な
い
。

「
ル
ー
ル
を
違
反
し
た
運
転
を
す
る
と
、

危
険
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
皆
さ
ん
自
身
が
危
険
な
だ
け

で
な
く
、
歩
行
者
に
対
し
て
脅
威
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
は
自
分
の
こ
と
だ
け
で
は
な

く
、
道
路
を
利
用
し
て
い
る
様
々
な
交
通
参

加
者
の
立
場
で
考
え
て
運
転
し
ま
し
ょ
う
」

と
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
は
他
の
交
通
参
加

者
を
思
い
や
る
心
を
強
調
し
、
交
通
安
全
教

室
は
終
了
し
た
。

STREAM
交通安全教育の潮流

育
は
重
要
な
課
題
と
い
え
る
。
こ
う
し
た
こ

と
か
ら
、
こ
の
高
校
生
交
通
安
全
教
育
活
動

に
お
い
て
も
、
自
転
車
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
推
進
モ
デ
ル
校
に
展
開
し
て
い
る
。

生
徒
の
ほ
と
ん
ど
が
自
転
車
通
学
と
い
う

熊
本
県
立
熊
本
西
高
等
学
校
（
熊
本
市
）
で

は
１
、
２
年
生
７
１
０
名
を
対
象
に
し
た
自

転
車
の
実
技
指
導
を
５
月
23
日
（
１
年
生
）、

24
日
（
２
年
生
）
に
実
施
し
た
。

同
校
生
徒
指
導
部
交
通
係
の
赤
星
光
教
諭

は
、「
高
校
入
学
当
初
は
生
徒
た
ち
も
緊
張

し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
慎
重
に
乗
っ
て
い

る
の
で
す
が
、
慣
れ
て
く
る
と
ル
ー
ル
違
反

が
目
立
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
毎
年
５

月
に
自
転
車
の
実
技
指
導
を
行
っ
て
い
ま

す
」
と
話
す
。

こ
れ
ま
で
は
同
校
の
先
生
方
だ
け
で
指
導

し
て
い
た
が
、
今
年
は
ホ
ン
ダ
と
協
力
し
て

開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「
今
回
の
高
校
生
交
通
安
全
教
育
活
動
は

生
徒
に
と
っ
て
効
果
が
あ
る
も
の
だ
と
感
じ
、

一
緒
に
や
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま
し

た
。
交
通
安
全
と
い
う
部
分
に
限
ら
ず
、
ホ
ン

ホ
ン
ダ
は
今
年
４
月
よ
り
熊
本
県
、
熊
本

県
警
察
本
部
、
熊
本
県
教
育
委
員
会
の
協
力

の
も
と
、
県
内
の
推
進
モ
デ
ル
校
（
15
校
）

で
高
校
生
交
通
安
全
教
育
活
動
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
。
前
号
（
６
・
７
月
号
）
で
は
、
原

付
通
学
者
へ
の
安
全
運
転
教
育
を
取
り
上
げ

た
が
、
今
回
は
自
転
車
教
育
に
ス
ポ
ッ
ト
を

当
て
る
。

高
校
生
に
な
る
と
通
学
距
離
が
長
く
な
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
通
学
手
段
と
し
て
自
転
車

を
使
う
生
徒
が
増
え
る
。
一
方
で
、
自
転
車

乗
用
中
の
交
通
事
故
死
傷
者
数
の
14
・
２
％

は
高
校
生
年
代
（
16
〜
19
歳
）
で
あ
る
。
ま

た
、
高
校
生
年
代
の
交
通
事
故
死
傷
者
数
を

状
態
別
に
み
る
と
、
自
転
車
乗
用
中
が
38
・

２
％
と
最
も
多
く
、
自
動
車
乗
車
中
（
30
・

４
％
）
や
二
輪
車
乗
車
中
（
27
・
８
％
）
を

上
回
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
自
転
車
通
学

者
の
多
い
高
校
で
は
、
生
徒
へ
の
自
転
車
教

SJ 2012年8・9月号（No.453）8月20日発行
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熊本県での高校生交通安全教育活動　連載：第2回

思いやる心を持ち、ルールを守ってもらうために★

自
転
車
通
学
に

慣
れ
て
く
る
と
ル
ー
ル

違
反
を
し
て
し
ま
う

自※

転
車
安
全
利
用
五
則
を

正
し
く
理
解
し
て
も
ら
う

他
の
交
通
参
加
者
を

思
い
や
る
心
が
大
切

危
険
行
動
で
あ
る
こ
と
に

気
づ
い
て
も
ら
う

熊本西高校では生徒全員が自
転車に乗ってパイロンスラロ
ームなどの課題に取り組んだ

横断歩道では自転車を降り、押して歩くよ
うに指導

湧心館高校2年生を対象にした交通安全教育
では雨天のため、体育館で傘差し運転や二人
乗りでのパイロンスラロームを生徒の代表者
が体験

湧心館高校1年生は校庭で
実技を行った

自転車の前カゴに重い荷物を
入れた状態でパイロンスラロ
ームをやってもらい、車体が
不安定になることを体験し、
いかに危険なことか学んでも
らった

座学ではインストラクターが自転
車安全利用五則を説明した後、交
通ルールに関するクイズを出題
し、生徒に答えてもらった

一時停止標識のある交差点では停止線の手前
で止まること、止まる時は必ず左足で着地す
ること、発進する時は右左右や後方を確認す
ることをHondaのインストラクターや熊本
西高校の先生方が生徒一人ひとりに指導

同
校
生
徒
指
導
部
交
通
係
の
興
梠
聖
二
教

諭
は
「
傘
差
し
運
転
や
二
人
乗
り
の
危
険
性

が
生
徒
に
伝
わ
る
内
容
で
し
た
。
生
徒
が
自

分
の
頭
で
考
え
る
よ
う
に
工
夫
し
た
り
、
相

手
を
思
い
や
る
心
に
触
れ
た
点
も
良
か
っ
た

と
思
い
ま
す
」
と
話
す
。

高
校
生
が
将
来
、
二
輪
車
や
四
輪
車
の
運

転
者
と
な
っ
て
い
く
こ
と
を
考
え
る
と
、
自

転
車
教
育
を
通
じ
て
、
思
い
や
り
の
心
を
持

っ
た
交
通
社
会
人
を
育
て
る
こ
と
は
大
き
な

意
味
が
あ
る
と
い
え
る
。

クルマにはミラーに映らない死角があることを生徒た
ちに説明

パイロンスラロームの2回目は片手運転で、パイロンを避け
るのが難しいことを体験してもらう

推進モデル校の1つ、済々黌高校は4月、
1年生を対象に交通教育センターレイン
ボー熊本で自転車教育を実施。生徒に
いつも走っているスピードで走ってもら
い、生徒の見えないところからボール
を投げる。見通しの悪い場所では、止
まって観ることの重要性に気づいても
らうためのプログラム

※
自
転
車
安
全
利
用
五
則
＝
「
①
自
転
車
は
、
車
道
が

原
則
、
歩
道
は
例
外
」「
②
車
道
は
左
側
を
通
行
」

「
③
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
車
道
寄
り
を
徐
行
」

「
④
安
全
ル
ー
ル
を
守
る
」「
⑤
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ

ト
を
着
用
」



二輪車乗車中の交通事故死者数を損傷部
位別にみると、頭部の割合が最も高く、
次に胸部です。胸部損傷事故での死者数
（平成13～22年の累計）を人身加害部位
（致命傷を与えたもの）別にみて、最もは
次のうちどれでしょう？

3Q
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危険予測トレーニング（KYT）ーー危険感受性を育てる

【使用上の注意】

●営利目的での利用はおやめください。

●内容の無断転載、無断改変、一部抜粋

しての利用はおやめください。

●その他、使用に関するご質問はお問い

合わせください。

本田技研工業（株）安全運転普及本部
TEL：03（5412）1736
E-mail:sj-mail@spirit.honda.co.jp

q少人数のグループをつくります。
w「交通場面のイラスト」を見せ
ながら、意見を出し合います。

eその後、「解答・解説※」を参
考にして、どんなことに気をつ
けて運転すれば良いか再び話し
合ってください。

※「解答・解説」と「交通場面のイラス
ト（カラー・A4版）」は下記SJホー
ムページでご覧いただけます。また
PDFファイルもダウンロード（無料）
できます。

交通事故を防止するためには、路上で出会うさまざまな危険を予測することが大切です。このコーナーでは危険感受性を高めるための題材を
提供します。今回は二輪車のライダーに、左折する前車の横を通る時の危険について考えてもらうためのKYTです。

第●回28 前方の四輪車が左折しようとしている時（二輪車）

○本田技研工業（株）C

○本田技研工業（株）C

7

平成23年の二輪車（原付・自動二輪）乗
車中の交通事故死者数（846人）を年齢
層別にみると、最も多い年齢層は次のう
ちどれでしょう？

？SJクイズ
1Q

平成22年のヘルメット着用別の二輪車乗
員死亡率をみると、ヘルメットを着用し
ていて離脱がなかった場合の死亡率は
0.5％です。ヘルメットを着用していて離
脱した場合の死亡率は、その何倍になっ
ているでしょう？

2Q

※「解答」は8面下。「解説」は下記SJホームページでご覧いた　
だけます。http://www.honda.co.jp/safetyinfo/sj/

①16～24歳　②30～39歳　
③40～49歳　④65歳以上

①約2倍　
②約3倍　
③約5倍　
④約8倍

①自動車（相手） ②工作物 ③路面

安全に通過するには、どの
ようなことを予測する必要
がありますか？

このコーナーでは、地域で活躍する交通安全教育に携わる指導者の方々を
紹介していきます。

活用方法

岡山県岡山市は4つの区からなる政令指定都

市で、約790平方kmの面積を有している。その

広大な市域の交通安全活動を担っているのが9

名の交通指導員の皆さんである。幼児や小・中

学生、その保護者を中心に、平成23年度は1100

回以上も交通安全教室を開催している。

子どもを対象とした交通安全教室では、交通指

導員の皆さんは子どもたちに必ず「みんなの命

は1つしかない。だから、その命を守るために

交通安全の勉強が必要なんだ」という目的を伝

えているという。そして、教室で覚えたことを

実生活の中で実践してもらえるよう子どもの印

象に残る指導を心がけている。子どもたちに興

味を持って参加してもらうための教材や、簡単

な手話を組み合わせた歌などを取り入れている。

ホンダ　SJ 検索

岡山市・交通指導員の皆さん
写真後列左から、大池美穂子さん、柏崎多子さん、大西操
さん、細川香織さん。 写真前列左から、馬場恵美さん、
田淵典子さん、藤井康代さん

指導者ファイル●9

子どもたちに、まず交通安全の意義
を伝える

★楽しみながら横断訓練に取り組んでもらうための教材

★幼児に信号機の色の意味を
伝える教材

あなたは、四輪車の後ろを走っています。
前方の四輪車が左折するために
ウィンカーを出し、減速しました。

子どもに赤、青、黄色の模擬のクレヨンで信号機
を模した丸型の枠の中をこすってもらう。すると、
簡単な手品の仕掛けで枠の中がクレヨンと同じ色
に変わる

3色が完成した後に、信号機の各色の並
び方や意味を子どもたちに問いかけなが
ら確認していく

教室内などで横断訓練を行う
時、横断歩道を渡った先に、い
ろいろな動物の紙人形を置いて
おく。横断を終えたら、それぞ
れの動物の好物を口に入れても
らう。動物の他にポストに手紙
を投函するパターンもある。子
どもたちに楽しみながら取り組
んでもらうための工夫の１つ

男の子がお母さんや友達の動物たちと一緒にクルマで
ピクニックへ行くというお話。チャイルドシートを使
用していないと、お母さん
が急ブレーキをかけた時に
座席から投げ出されてしま
うことをわかりやすく伝え
るためのもの

指導者の皆さんの活動を
動画でご紹介
http://www.honda.co.jp/safetyinfo/area/movie/

★チャイルドシートやシートベルトの重要性を伝える教材



急
い
で
走
行
し
て
お
り
、
観
察
中
は
３
車
線
と

も
車
両
の
流
れ
が
止
ま
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

ク
ル
マ
の
走
行
ス
ピ
ー
ド
は
40
㎞
／
h
程
度
、

二
輪
車
は
わ
ず
か
な
ス
ペ
ー
ス
を
見
つ
け
て

「
す
り
抜
け
」
走
行
や
、
連
続
的
に
車
線
変
更

を
し
て
少
し
で
も
早
く
混
雑
を
抜
け
出
そ
う
と

走
っ
て
い
る
様
子
だ
っ
た
。

朝
の
通
勤
通
学
時
間
帯
は
、
先
を
急
ぐ
あ
ま

り
焦
り
や
い
ら
だ
ち
を
覚
え
な
が
ら
運
転
し
て

い
る
ド
ラ
イ
バ
ー
や
ラ
イ
ダ
ー
も
多
い
。
二
輪

車
の
運
転
に
際
し
て
は
安
全
確
認
が
十
分
行
え

る
ス
ピ
ー
ド
で
走
行
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。

国
道
２
４
６
号
は
40
㎞
／
h
程
度
の
ス
ピ
ー

ド
で
流
れ
て
い
た
が
、
歩
道
寄
り
の
車
線
に
は

駐
車
車
両
が
あ
る
た
め
、
路
線
バ
ス
は
た
び
た

び
車
線
変
更
を
行
っ
て
い
た
。
道
交
法
で
は
、

「
車
両
は
、
車
両
通
行
帯
の
設
け
ら
れ
た
道
路

走
行
し
て
い
た
。

併
わ
せ
て
、
ラ
イ
ダ
ー
の
服
装
を
観
察
し
た

と
こ
ろ
、
全
体
的
に
安
全
意
識
が
高
い
と
は
感

じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
日
、
都
心
の
気
温
は

30
度
を
超
え
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
長
袖
を
着

用
し
て
い
た
ラ
イ
ダ
ー
は
３
１
２
台
中
１
０
７

台
（
34
・
３
％
）
に
と
ど
ま
っ
た
。

ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
通
過
し
た
全
ラ
イ
ダ
ー
が
着

用
し
て
い
た
が
、
あ
ご
ひ
も
が
緩
い
、
も
し
く

は
締
め
て
い
な
い
例
が
あ
っ
た
。
傾
向
と
し
て

は
、
原
付
・
ハ
ー
フ
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
者
に
多

く
み
ら
れ
た
。

交
通
量
の
多
い
通
勤
通
学
時
間
帯
、
二
輪
車

は
特
に
慎
重
な
運
転
を
求
め
ら
れ
る
。

周
囲
を
走
る
車
両
の
挙
動
に
注
意
を

払
う
と
同
時
に
、
無
理
な
車
線
変
更

を
控
え
、
交
通
の
流
れ
に
合
わ
せ
た

走
行
を
す
る
こ
と
。
ま
た
、
夏
場
で

あ
っ
て
も
肌
が
露
出
し
な
い
服
装
を

着
用
し
、
万
一
の
事
故
に
備
え
た
対

策
を
意
識
す
る
必
要
が
あ
る
。

時
間
帯
別
に
み
た
交
通
事
故
件
数
（
平
成
23

年
、
公
益
財
団
法
人
交
通
事
故
総
合
分
析
セ
ン

タ
ー
資
料
）
を
み
る
と
、
最
も
事
故
が
起
き
て

い
る
時
間
帯
は
16
時
〜
18
時
（
15
・
５
％
）、

次
に
多
い
の
が
８
時
〜
10
時
（
14
・
５
％
）
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
二
輪
車
乗
車
中
の
損
傷

部
位
別
・
状
態
別
負
傷
者
数
（
平
成
23
年
、
警

察
庁
資
料
）
で
は
、
脚
部
と
腕
部
の
負
傷
が
全

体
の
半
数
を
占
め
て
い
る
（
下
記
、
円
グ
ラ
フ

参
照
）。
そ
こ
で
今
回
は
、
朝
の
ラ
ッ
シ
ュ
時

に
お
け
る
二
輪
車
の
渋
滞
時
の
走
行
位
置
と
服

装
を
観
察
し
た
。

観
察
は
平
日
、
朝
の
ラ
ッ
シ
ュ
が
激
し
い
国

道
２
４
６
号
の
上
り
線
で
行
っ
た
。
ク
ル
マ
と

二
輪
車
の
ほ
か
、
路
線
バ
ス
、
自
転
車
が
先
を

に
お
い
て
は
、
左
側
端
か
ら
数
え
て
１
番
目
の

通
行
帯
を
通
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定

め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
実
際
に
は
、
小
回
り

が
効
く
二
輪
車
は
常
に
車
線
を
変
更
し
な
が
ら

走
行
す
る
こ
と
に
な
る
。
ス
ー
ツ
姿
の
ラ
イ
ダ

ー
は
、
毎
日
の
通
勤
で
慣
れ
て
い
る
の
か
、
右

に
左
に
車
線
を
移
動
し
、
加
減
速
を
繰
り
返
し

な
が
ら
ク
ル
マ
を
追
い
抜
い
て
い
た
。
な
か
に

は
３
〜
４
台
の
二
輪
車
が
連
な
っ
て
「
す
り
抜

け
」
走
行
を
す
る
場
面
が
頻
繁
に
見
ら
れ
た
。

ま
た
、
近
年
は
通
勤
通
学
に
自
転
車
を
使
用

す
る
人
が
増
え
て
お
り
、
観
察
中
も
多
く
の
自

転
車
が
路
側
帯
、
ま
た
は
歩
道
寄
り
の
車
線
を

DOCUMENT EYE
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混合交通を観察する
●series─250

朝の通勤時間帯に幹線道路を走行する
二輪車を観察する

8

通勤通学時間帯の幹線道路で、二輪車はどこを通行し、
ライダーはどんな服装で走行しているか？

●観察場所／東京都目黒区大橋2丁目付近
●観察日／7月24日（火曜日） ●天候／曇り　
●観察時間／8:30～9:30 ●観察者／3名

本冊子は再生紙に植物インキで
印刷しています。 次号は２０１２年１０月１９日発行予定となります。

二輪車は3車線ある道路の
どの位置を多く走行してい
たでしょうか？
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半袖、半ズボン、スニーカーで走るライダー。
あごひもは締めていない

安全に配慮した服装をしたライダーは稀だった

★Ｑ１の回答

312台中174台（56%）が中央寄り
（追越車線）を走行（下図のw）

A1 実際の観察から

1時間半の観察で確認できた二輪車は合計
312台。片側3車線道路のうち、歩道寄りの一
車線は駐車車両が複数台いたため、事実上は2
車線になっていた。歩道寄りのqの車線を走行
していたのは312台中138台（44%）、中央分離
帯側のwの車線を走行していたのは全体の56%
にあたる174台だった。
実際の観察では、qの車線は駐車車両を避け
る路線バスや自転車が流入してくるため、他の
車両の流入が少なく、安定して走行できるwの
車線の走行台数が多くなったと推測された。車
種別に見ると、qの車線は原付、wの車線では
スポーツバイクと大型スクーターが中心に走行
していた。

夏場の一般道路でのライダー
の服装は、どのくらい守られ
ていたでしょうか？

Q2

●幹線道路を走行するライダーの
あごひもの状況（312名中）

歩道寄りの車線を走
行する二輪車は、自
転車と並走すること
が多かった

信号待ちではクルマ、二
輪車、自転車、路線バス
が入り乱れていた

●幹線道路を走行するライダーの服装
（312名中）

歩
道

駐
車
車
両

駐
車
車
両

中
央
分
離
帯

▲

1

▲

2

●二輪車乗車中の損傷部位別・
状態別負傷者数（平成23年・構成率）

※出典：警察庁資料
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※あごひもの状況は観察者の主観による
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